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令 和 ２ 年 度 公 益 財 団 法 人 山 梨 県 環 境 整 備 事 業 団 事 業 報 告 書        

事 業 報 告 

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日） 

 
事 業 概 要 

当事業団は、安全性と信頼性が確保できる産業廃棄物最終処分場の運営及び一般廃棄物最終処分場の運営を受託

することにより、廃棄物処理の先導的な役割を果たすとともに、廃棄物の適正処理に関する調査研究を行うことで、県民

の生活環境の保全と産業の健全な発展に寄与することを目的として事業を行う。 

 

 

事 業 実 施 状 況 

１ 山梨県環境整備センター（明野廃棄物最終処分場）管理運営事業 

（１）環境モニタリングの実施 

処分場周辺の生活環境への影響を調査するため、地下水等の水質等について環境モニタリングを定期的に実施

している。令和２年度の実施内容は以下のとおりであり、生活環境への影響は認められなかった。 

項目 箇所 測定地点 測定回数（回／年） 

水質 

浸出水 １ ４ 

施設放流水 １ １２ 

処分場地下水観測井 ４ １２ 

放流先河川（湯沢川） ２ ４ 

周辺地下水 ６ ２ 

発生ガス 埋立地内 ３ ４ 

悪臭 敷地内または敷地境界 １ ２ 

 

（２）安全管理委員会の開催等 

処分場の建設及び運営について、地域住民や専門家の意見を聴くことにより、安全面に万全を期するため、山梨

県、事業団、北杜市（地域住民の代表を含む。）及び専門家からなる安全管理委員会を設置しており、令和２年度に

は計２回開催した。 

＜第１回：令和２年８月２１日（金）＞ 

議題 

環境モニタリング結果について 

＜第２回：令和３年２月１日（月）＞ 

議題 

環境モニタリング結果について 

 

（３）山梨県環境整備センターの土地返還に向けた土地所有者との協議 

同センターの廃止予定時期を見据え、土地所有者に対して、跡地利用の事例について情報提供を行った。 

・令和２年９月  ２日 朝神財産区 

・令和３年１月 １８日 浅尾原財産区 

 

 

 

 



2 
 

【施設概要】 

 

 

２ 山梨県市町村総合事務組合立一般廃棄物最終処分場（かいのくにエコパーク）運営・維持管理 

受託事業 

（１）廃棄物の受入状況 

                                                 （単位：ｔ） 

廃棄物の種類 Ｈ３０(H30.12〜) Ｒ１ Ｒ２ 合計 

焼却残さ ３，９１９ １２，８５６ １３，７０４ ３０，４７９ 

 焼却灰 １，２４８ ３，３５６ ４，０５５ ８，６５９ 

飛灰 ２，６７１ ８，６９２ ８，８９４ ２０，２５７ 

混合灰 ０ ８０８ ７５５ １，５６３ 

不燃性残さ ９０７ ２，４９６ ２，５５８ ５，９６１ 

合計 ４，８２６ １５，３５２ １６，２６２ ３６，４４０ 

 

（２）環境モニタリングの実施 

処分場周辺の生活環境への影響を調査するため、地下水等の水質について環境モニタリングを定期的に実施し

ている。令和２年度の実施内容は以下のとおりであり、生活環境への影響は認められなかった。 

項目 箇所 測定地点 測定回数（回/年） 

水質 

浸出水 １ １ 

下水道放流水 １ １２ 

地下水モニタリング井戸 

地下水集排水設備 
４ １２ 

周辺河川（蟹沢川） １ １ 

  

（３）環境影響評価条例の手続き 

処分場等の開発に伴う環境影響について、調査及び予測を行い、評価の結果を環境保全上の適正な配慮として

事業の実施に反映させるための手続きを平成１９年度から実施している。 

令和２年度は、令和５年度の対象事業完了報告に向けて環境保全措置の実施状況を正しく評価するため、鳥類

や植物等について事後調査を行った。 

【施設概要】 

施設 一般廃棄物最終処分場 浸出水処理方式 アルカリ凝集沈殿法 
設置場所 笛吹市境川町寺尾 浸出水処理能力 １２０㎥／日 
全体面積 約１２．５ha 遮水構造 底面部：２重遮水シート+水密アス

ファルトコンクリート 
法面部：２重遮水シート 

埋立面積 約２．９ha 
全体埋立容量 ３０．２万㎥ 
廃棄物埋立量 約２２万㎥（予定） 
埋立形式 サンドイッチ方式+セル方式 埋立開始日 平成３０年１２月３日 
埋立構造 準好気性埋立 埋立完了予定日 令和２０年１１月３０日 

施設 一般・産業廃棄物管理型最終処分場 浸出水処理方式 
生物処理＋物理化学処理

＋高度処理 

設置場所 北杜市明野町浅尾 浸出水処理能力 ８０㎥／日 

全体面積 １１．２ｈａ 
 

遮水構造 

 

底面部：２重遮水シート＋ 

ベントナイト混合土 

法面部：２重遮水シート、 

自己修復性シート 

埋立面積 ２．５ｈａ 

全体埋立容量 約１０．５万㎥ 

廃棄物埋立量 約４．７万㎥ 

埋立形式 サンドイッチ方式 埋立処分開始日 平成２１年５月２１日 

埋立構造 準好気性埋立 埋立処分終了日 平成２６年４月８日 
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３ 調査研究事業 

○ 山梨県環境整備センターの浸出水等の水質、埋立地から発生するガス等の測定を定期的に実施し、その結果を

整理し、傾向を分析した。 

 ○ 一般廃棄物最終処分場の受入廃棄物中のカルシウム及び塩化物イオン濃度等の測定を定期的に実施し、その

結果を整理分析した。 

 

 

４ 普及啓発事業 

○ 廃棄物の適正処理や減量化等に関する普及啓発活動の一環として、施設見学の受け入れを行っている。令和２

年度は、環境整備センターでは施設見学の申込みがなかったが、一般廃棄物最終処分場では小学生など、延べ１

０団体２１２名の受け入れを行った。また、２町教育委員会において、一般廃棄物最終処分場が小学校３・４年生の

社会科副読本に取り上げられた。 
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理 事 会 議 決 事 項 

回 数 開 催 年 月 日 議     決     事     項 

第１回 令和２年４月１日 １ 専務理事１名の選定について 

第２回 令和２年６月９日 

１ 令和元年度事業報告について 

２ 令和元年度決算及び監査報告について 

３ 令和２年度定時評議員会の招集について 

第３回 令和２年１０月２８日 
１ 公益財団法人山梨県環境整備事業団基本財産管理運用規程の

制定について 

第４回 令和３年３月４日 １ 令和２年度第２回評議員会の招集について 

第５回 令和３年３月２５日 
１ 令和３年度事業計画について 

２ 令和３年度収支予算について 

 

 

評 議 員 会 議 決 事 項 

回 数 開 催 年 月 日 議     決     事     項 

第１回 令和２年６月２５日 

１ 令和元年度決算及び監査報告について 

２ 定款の変更について 

３ 評議員の選任について 

第２回 令和３年３月２９日 

１ 理事の選任について 

２ 理事の選任について 

３ 監事の選任について 
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役 員 に 関 す る 事 項 

令和２年４月１日現在 令和３年４月１日現在 

役 職 名 氏   名 就任年月日 備  考 役職名 氏   名 就任年月日 備  考 

理  事 長 崎  幸 太 郎 H31.4.1 理 事 長 理  事 長 崎  幸 太 郎 H31.4.1 理 事 長 

〃 清 水  豊 H29.4.1 副理事長 〃 桐 林 雅 樹 R3.4.1 副理事長 

〃 前 島  斉 R2.4.1 専務理事 〃 砂 田 英 司 R3.4.1 専務理事 

〃 浅 野 正 一 H27.6.16  〃 浅 野 正 一 H27.6.16  

〃 加 藤  徹 R1.6.25  〃 加 藤  徹 R1.6.25  

〃 東 原 記 守 H27.6.16  〃 東 原 記 守 H27.6.16  

〃 清 水  正 R1.6.25  〃 清 水  正 R1.6.25  

〃 玉 川 武 年 H27.6.16  〃 玉 川 武 年 H27.6.16  

監  事 平 賀 太 裕 R2.4.1  監  事 末 木 憲 生 R3.4.1  

〃 関    光  良 H29.9.7  〃 関  光 良 H29.9.7  

 

 

評 議 員 に 関 す る 事 項 

令和２年４月１日現在 令和３年４月１日現在 

役 職 名 氏   名 就任年月日 備  考 役職名 氏   名 就任年月日 備  考 

評 議 員 小 林  明 H28.11.21  評議員 小 林  明 H28.11.21  

〃 深 澤  肇 H30.4.1  〃 深 澤  肇 H30.4.1  

〃 知 見 寺  好 幸 H30.4.1  〃 知 見 寺  好 幸 H30.4.1  

〃 一 之 瀬  滋 輝 H30.6.22  〃 一 之 瀬  滋 輝 H30.6.22  

〃 手 塚  伸 R2.4.1  〃 手 塚  伸 R2.4.1  

〃 髙 根 明 雄 H27.6.16  〃 中 込 良 夫 R2.6.25  

〃 今 村 繁 子 H25.7.1  〃 今 村 繁 子 H25.7.1  

〃 平 山 公 明 H25.7.1  〃 平 山 公 明 H25.7.1  

〃 村 松  稔 R2.4.1  〃 村 松  稔 R2.4.1  

 


